














































































































































































































お わ り に
本研修にあたり，たくさんの方々にご協力をいただ
いた。いの一番に研修に賛同してくださった町立別海
病院の竹中看護部長，そして電話一つでこの研修を受
け入れてくださった町立中標津病院の佐々木看護部
長。メールのやり取りの中で，本研修にとても賛同し
てくださり，ぜひ支援したいと名乗り出てくださった
元教育者で酪農経営者である押田さん。今回は，オシ
ダファームとの連携こと叶わなかったが，中小企業家
同友会にお話をしてくださる中で，学生たちが疲れを
癒すことのできる温泉のある『しまふくろう』を紹介
してくださった。宿の皆様にも安価で学生の宿泊を確
保してくださった。中標津市役所では，企画に関する
補助の養成などの紹介もしてくださった。何より研修
先の病院のスタッフの方々も優しく丁寧に学生を迎え
入れてくださった。すべてに感謝の意が絶えない。地
方の温かさを，筆者自身が知る思いの研修企画で
あった。
この度の研修の多くの費用は，学生自身の持ち出し
で始まった研修である。実はこの地域の病院も，札幌
方面の大学などからカリキュラム上の研修を受けてい
るという。しかしながら本音を言うと，それらは実り
が薄いと感じているという。それは何故なのだろう
か。この度の研修は，大学のカリキュラムには関連は
ない，学生自らの自主性と学ぶ意欲がそれを支えてい
たと考えている。教員は研修先や卒業生との連絡調整
はしたものの，スケジュール管理から費用負担に関わ
ることは，すべて学生の責任のもとで行った。そのこ
とが学生の意欲を駆り立て，非常に意義がある研修と
なったのではないかと考える。渇望の中でしか本当の
学びはない。教育とは，いかに興味関心を引き立てる
かというのが，教員の本当の役割であり，それを構築
させていくのは学生自身であるということを，思い知
らされた。
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